
２ 熊本博物館の紹介【博物館のあゆみ（沿革）】 

 

熊本博物館が自然系・人文系資料を有する郷土の博物館として設立されたの

は昭和 27(1952)年のこと。その後、いくつかの変遷を経て、昭和 53(1978)年、

現在地に本館が新築移転しました。 

昭和から平成へと時代が移り、本館移転後 40年近くが経過する頃には、博物

館への新たなニーズや進歩する展示・保存技術に対応するため「リニューアル」

に向けた準備が本格化し、平成 27(2015)年 10月からは大規模改修工事に着手し

ました。「平成 28 年熊本地震」の影響等で一時期は工事を中断せざるを得ませ

んでしたが、関係者をはじめ多くの方のご支援とご協力によって、平成 30(2018)

年 12月、ようやくリニューアルオープンを果たしました。 

 

熊本博物館の基本理念は「広域情報型・市民開放型・郷土立脚型・人間密着

型の博物館」で、県域に広がる多彩なフィールドの紹介、調査・研究の成果を

市民に還元する取組、郷土熊本の多様で豊かな資源の活用、時代や市民の皆さ

ま方の要請・要望への適切な対応等を重視してきました。 

今回のリニューアルでは、それらの基本理念を継承しつつ現代的な視点で整

理・再構築し、政令指定都市にふさわしい「より魅力的な博物館」として親し

んでいただけるよう展示内容・展示方法等を一新しています。 

時代はさらに平成から令和へ。リニューアルオープン以来、早いもので３年

以上が経過しました。その間、コロナ禍の試練も経験する（している）のです

が、その時の対応や工夫・改善策は博物館の事業運営にとって大きな糧にもな

っています。ピンチがチャンスに変化しているのです。 

そんな熊本博物館の今の姿を多くの皆さま方に見ていただきたい、知ってい

ただきたいと強く願っています。 

令和４(2022）年は、創立 70周年の記念の年です。皆さまをお迎えできること

を職員一同、心より楽しみにしています。 

                   【熊本博物館ロゴマーク：左図】 

   
熊本博物館の特徴的な屋根の形状をモチーフ

として、「未来へ引き継がれていく遺産としての

外観」を活かし、３つのラインを用いてシンプル

かつリズミカルに表現。 

隙間を空けることで軽やかさを出すとともに、

利用者にとって開かれた施設であることを連想

させるもの。 

３ 館内案内図【こんな展示室や部屋があります】 

（１）地下１階から１階まで 

  ○ プラネタリウム室、天文研究室（準備室） 

○ １Ｆ常設展示室（人文系：考古・歴史・民俗、他） 

○ 収蔵展示室、資料収蔵庫、他 

                       ※ 1 階部分の平面図 
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【東】 

（↑ 階段より２階へ）     ※ 1 階部分の鳥瞰図（イメージ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【北】                              【南】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【西】 

 

 

（２）２階 

○ 常設展示室（自然系：地質・動物・植物） 

  ○ サテライト展示室（熊本県博物館ネットワークセンター）   

○ 特別展示室１・２・３、資料収蔵庫、他 

                         ※ ２階部分の平面図 
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【東】 

（↑ 階段より２階へ）     ※ 1 階部分の鳥瞰図（イメージ） 
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（２）２階 

○ 常設展示室（自然系：地質・動物・植物） 

  ○ サテライト展示室（熊本県博物館ネットワークセンター）   

○ 特別展示室１・２・３、資料収蔵庫、他 

                         ※ ２階部分の平面図 
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※ この図面の方位に注意！    【西】 

                  ※ ２階部分の鳥瞰図（イメージ） 
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（↑ 階段より２階へ） 

【東】  

４ 各分野の展示概略【こんな項目（まとまり）で展示しています】 

 未来へつなぐ熊本の記憶 ～ 集める・伝える・創造する ～  

（１）１階 展示室（人文系：熊本の歴史と文化の由来をさぐる） 

① 考古分野 

「黄金文化への憧れ」「熊本に人がやってきた」「採集と狩りの時代」「稲 

作のはじまり」「古墳が造られた時代」「律令時代をむかえて」という項目 

で、国指定重要文化財の「球磨郡あさぎり町 才園古墳出土遺物」、熊本市 

内の各遺跡出土の土器や石器、弥生時代の甕棺、古墳時代の石棺、全国で 

唯一の五輪塔など、他所ではなかなか見ることができない貴重な展示品が 

たくさんあります。 

② 歴史・美術工芸分野 

「武士の台頭と、その社会」「加藤清正、肥後へ」「庶民の英雄・清正公」 

「成熟する肥後」「学問の広がり」「変わる熊本」という項目で、国指定重 

要文化財の細川家舟屋形をはじめ、「寿福寺／宝成就寺文書」（中世～戦国 

時代の古文書）、加藤清正所用甲冑（レプリカ）、細川忠興所用甲冑（レプ 

リカ）、博物館所蔵刀剣資料、西南戦争錦絵コレクションなどがあります。 

③ 民俗分野 

「躍動する民衆」「富国強兵と庶民の暮らし」「都市周辺に広がる農地」「軍 

都・熊本と戦争」「現代に繋がる暮らし」という項目を設けて構成していま 

す。主な展示物としては、雨乞い太鼓をはじめ、小泉八雲が見たトンボの 

造り物や、薬屋（町屋）・昭和の家の復元展示、肥後鍬・肥後犂といった熊 

本独自に発展した農機具などがあります。 

 

【北】 

【１F 展示室のイメージ鳥瞰図】 
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